
議案第６号  

 

 瑞穂町国民健康保険基金条例の一部を改正する条例  

 

 上記の議案を提出する。  

 

  平成３０年３月１日  

 

           提出者   瑞穂町長    杉  浦  裕  之  
 

 

（提案理由）  

 国民健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）の改正に伴い、条

例を改正する必要があるので、本案を提出する。  

 

 

   瑞穂町国民健康保険基金条例の一部を改正する条例  

 

瑞穂町国民健康保険基金条例（昭和４９年条例第４１号）の一部

を次のように改正する。  

 

第１条中「保険給付」を「納付金」に改める。  

第４条の見出し中「運用益金」を「運用収益」に改める。  

第５条中「繰り戻し」を「繰戻し」に改める。  

第６条中「一に」を「いずれかに」に改め、同条第１号中「保険

給付」を「納付金又は保険給付」に、「うめる」を「埋める」に改

め、同条第２号中「うめる」を「埋める」に改める。  

 

附  則  

 この条例は、平成３０年４月１日から施行する。  
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瑞穂町国民健康保険基金条例 新旧対照表 

新 旧 

(設置) (設置) 

第1条 納付金その他財源の不足を生じたと

きの財源を積み立てるため、瑞穂町国民健

康保険基金(以下「基金」という。)を設置

する。 

第1条 保険給付その他財源の不足を生じた

ときの財源を積み立てるため、瑞穂町国民

健康保険基金(以下「基金」という。)を設

置する。 

第2条及び第3条 略 

(運用収益の処理) 

第4条 略 

(繰替運用) 

第5条 町長は、財政上必要があると認めると

きは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率

を定めて基金に属する現金を歳計現金に繰

り替えて運用することができる。 

第2条及び第3条 略 

(運用益金の処理) 

第4条 略 

(繰替運用) 

第5条 町長は、財政上必要があると認めると

きは、確実な繰り戻しの方法、期間及び利

率を定めて基金に属する現金を歳計現金に

繰り替えて運用することができる。 

(処分) (処分) 

第6条 次の各号のいずれかに該当する場合

に限り、基金の全部又は一部を処分するこ

とができる。 

第6条 次の各号の一に該当する場合に限り、

基金の全部又は一部を処分することができ

る。 

(1)納付金又は保険給付の費用に不足を生じ

た場合において当該不足額を埋めるための

財源に充てるとき。 

(1)保険給付の費用に不足を生じた場合にお

いて当該不足額をうめるための財源に充て

るとき。 

(2)経済事情の変動等により財源が著しく不

足する場合において当該不足額を埋めるた

めの財源に充てるとき。 

(2)経済事情の変動等により財源が著しく不

足する場合において当該不足額をうめるた

めの財源に充てるとき。 

第7条 略 第7条 略 

  

附 則  

この条例は、平成30年4月1日から施行する。  
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